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化
粧
品
に
お
い

て
、「
感
触
」
は

心
地
よ
さ
に
直
結

す
る
最
も
重
要
な

要
素
で
あ
り
、

求
め
ら
れ
る
感
触

は
、
季
節
や
肌
状

態
・
用
途
・
嗜
好

性
な
ど
に
よ
り
千

差
万
別
な
た
め
、

化
粧
品
開
発
の
肝

で
あ
る
感
触
づ
く
り
に
は
多

く
の
時
間
と
労
力
が
費
や
さ

れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
狙
い
通
り
の
感

触
を
実
現
す
る
に
は
、
数
千

に
も
及
ぶ
原
料
か
ら
最
適
な

組
成
と
最
適
な
製
法
を
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
一
つ
の
製
品
の
完
成
ま

で
に
は
数
十
～
数
百
通
り
も

の
処
方
の
試
作
と
評
価
が
繰

り
返
さ
れ
、
熟
練
の
処
方
開

発
者
で
あ
っ
て
も
多
く
の
時

間
と
労
力
が
か
か
る
の
が
現

状
だ
。

　

そ
こ
で
、
速
や
か
に
狙
い

通
り
の
感
触
を
実
現
す
る
た

め
に
、
実
験
室
で
の
試
作
回

数
を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
独
自
の
Ａ
Ｉ
の
構
築
に
挑

戦
し
た
。

　

そ
し
て
、
同
社
が
保
有
す

る
数
百
種
も
の
多
様
な
処
方

と
そ
の
感
触
デ
ー
タ
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
処
方

の
感
触
を
高
精
度
で
瞬
時
に

予
測
で
き
る
Ａ
Ｉ
の
構
築
に

成
功
し
た
。

　

「
高
精
度
で
処
方
か
ら
感

触
を
予
測
で
き
る
Ａ
Ｉ
を
構

築
す
る
た
め
に
は
、
莫
大
な

デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
学
習
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。
当
社
は
長

い
歴
史
の
中
で
、
新
規
製
法

の
開
発
を
強
み
と
し
て
多
種

　

「
パ
ソ
カ
ラ
」

は
、
２
０
１
９
年

１
月
に
当
時
コ
ス

メ
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
は
初
め
て
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
パ

ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

判
定
サ
ー
ビ
ス
を

導
入
。
デ
ジ
タ
ル
ガ
レ
ー
ジ

と
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ

ｓ
の
協
業
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
判

定
サ
ー
ビ
ス
「
ｉ
ｒ
ｏ
ｆ
ｉ

ｔ
（
イ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
）」
を

活
用
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
Ａ
Ｐ
Ｉ
の

形
で
提
供
を
開
始
し
た
。

　

ロ
ー
ン

チ
当
時
よ

り
雑
誌
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

中
心
に
話

題
を
呼

び
、
現
在

ま
で
に
累

計
３
３
０

万
人
以
上
が
利
用
し
て
お

り
、
今
回
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

で
は
、
従
来
の
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
の
診
断
に
加
え
、
一

人
ひ
と
り
が
持
つ
顔
立
ち

（
骨
格
や
パ
ー
ツ
バ
ラ
ン
ス
）

の
特
徴
が
「
Ｃ
ｕ
ｔ
ｅ
」「
Ｆ

ｒ
ｅ
ｓ
ｈ
」「
Ｅ
ｌ
ｅ
ｇ
ａ

ｎ
ｔ
」「
Ｃ
ｏ
ｏ
ｌ
」
の
４

タ
イ
プ
の
う
ち
ど
こ
に
属
す

る
か
判
断
す
る
機
能
を
新
た

に
搭
載
。
デ
ジ
タ
ル
ガ
レ
ー

ジ
と
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 

Ｗ
ｏ
ｒ

ｋ
ｓ
が
開
発
・
提
供
す
る
顔

立
ち
判
定
サ
ー
ビ
ス
「
ｂ
ａ

ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
ｆ
ｉ
ｔ
（
バ
ラ

ン
ス
フ
ィ
ッ
ト
）」
の
導
入

に
よ
り
実
現
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
一
人
ひ
と

り
の
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
や
、

目
や
鼻
・
唇
な
ど
の
各
パ
ー

ツ
の
特
徴
、
そ
の
パ
ー
ツ
の

配
置
な
ど
を
Ａ
Ｉ
が
総
合
的

に
見
て
判
断
。
座
標
軸
で
よ

り
細
か
く
自
分
の
顔
立
ち
傾

向
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
さ

ら
に
自
分
の
持
つ
雰
囲
気
を

活
か
し
た
メ
ー
ク
ア
ド
バ
イ

ス
は
も
ち
ろ
ん
、
な
り
た
い

雰
囲
気
に
近
づ
け
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
も
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
タ
イ

プ
と
顔
立
ち
タ
イ
プ
の
診
断

結
果
を
組
み
合
わ
せ
、
一
人

ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
最
適
な

ア
イ
テ
ム
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
提
案
、

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
向
上
を
図

っ
て
い
く
。

　

メ
ナ
ー
ド
は
約
20
年
前
か

ら
、皮
膚
常
在
菌
に
つ
い
て
、

特
に
ニ
キ
ビ
の
原
因
に
も
な

る
皮
膚
常
在
菌「
ア
ク
ネ
菌
」

と
「
マ
ラ
セ
チ
ア
」
に
着
目

し
て
研
究
を
進
め
て
き
た
。

　

皮
膚
常
在
菌
の
状
態
は
肌

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
左
右

す
る
要
素
の
１
つ
だ
が
、
肉

眼
で
直
接
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
一
般
的

な
皮
膚
常
在
菌
の

検
出
法
（
培
養
法

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
）は
、

結
果
が
出
る
ま
で

に
数
日
間
か
か
る

こ
と
や
、
専
門
的

知
識
や
技
術
・
経

験
が
必
要
で
あ
る

な
ど
の
問
題
点
が

あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
皮

膚
常
在
菌
の
状
態

を
簡
便
に
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
美
肌
へ
導
く

ア
プ
ロ
ー
チ
に
幅
広
く
役
立

て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
た
。

　

そ
こ
で
今
回
、
同
社
は
フ

ァ
ス
マ
ッ
ク
と
共
同
で
、
迅

速
で
誰
で
も
実
施
可
能
な

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
」
を
用
い
た
皮
膚
常
在

菌
検
出
キ
ッ
ト
を
開
発
し

た
。

　

こ
の
キ
ッ
ト
は
特
別
な
技

術
や
解
析
機
器
が
不
要
で
、

約
１
時
間
半
で
肌
の
ア
ク
ネ

菌
と
マ
ラ
セ
チ
ア
の
状
態
を

把
握
で
き
る
と
い
う
。

　

今
後
は
、
皮
膚
常
在
菌
研

究
や
美
肌
に
導
く
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ツ
ー
ル
に
こ
の
キ
ッ

ト
を
活
用
し
て
い
く
。ま
た
、

ア
ク
ネ
菌
と
マ
ラ
セ
チ
ア
以

外
の
皮
膚
常
在
菌
（
ブ
ド
ウ

球
菌
な
ど
）
の
検
出
キ
ッ
ト

の
開
発
も
進
め
て
い
く
。

　

な
お
、
今
回
の
研
究
成
果

は
２
０
２
１
年
９
月
８
日
～

９
日
に
か
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
さ
れ
た
日
本
防
菌
防
黴

学
会
第
48
回
年
次
大
会
に
て

発
表
し
た
。

多
様
な
感
触
を
も
つ
化
粧
品

を
開
発
し
て
き
た
。
そ
の
中

か
ら
、
数
百
種
に
お
よ
ぶ
処

方
デ
ー
タ
と
、
そ
れ
ら
の
感

触
デ
ー
タ
を
最
先
端
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
Ａ
Ｉ
に

学
習
さ
せ
る
こ
と
で
、
未
知

の
処
方
の
感
触
を
予
測
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
次
に
、

構
築
し
た
Ａ
Ｉ
で
感
触
を
正

し
く
予
測
で
き
て
い
る
か
確

認
す
る
た
め
、
未
知
の
処
方

に
お
い
て
実
際
に
試
作
し
た

と
き
の
感
触
と
Ａ
Ｉ
の
予
測

し
た
感
触
を
比
べ
る
と
、
高

い
精
度
で
一
致
し
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
Ｉ
は
実

験
室
で
の
試
作
の
代
わ
り
に

使
え
る
と
判
断
で
き
た
」（
同

社
）

　

実
際
、
こ
の
Ａ
Ｉ
を
使
う

と
、「
し
っ
と
り
」 「
な
め
ら

か
」 「
浸
透
感
が
あ
る
」
な

ど
18
種
も
の
感
触
が
予
測
が

で
き
る
と
い
う
。
製
品
開
発

の
中
核
部
分
に
お
い
て
Ａ
Ｉ

を
実
用
化
で
き
た
意
義
は
大

き
く
、
こ
れ
を
手
始
め
に
製

品
開
発
過
程
の
Ａ
Ｉ
化
を
進

め
て
い
く
。

　

Ａ
Ｉ
の
第
一
人
者
で
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
教
授

で
も
あ
る
北
野
宏
明
博
士
は

「
感
触
と
い
う
定
量
化
が
し

に
く
い
領
域
に
お
い
て
Ａ
Ｉ

を
利
用
し
た
成
分
設
計
を
可

能
に
し
た
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
と

生
命
科
学
、
化
学
の
分
野
に

お
い
て
深
い
知
見
を
有
し
た

チ
ー
ム
を
構
成
し
て
初
め
て

可
能
に
な
っ
た
成
果
だ
」
と

分
野
横
断
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の

重
要
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
り
、
感

触
の
カ
ギ
と
な
る
原
料
も
提

示
し
技
術
者
の
発
想
を
高
め

て
く
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ま
で
に
な
い
新
た
な
感
触
づ

く
り
へ
の
応
用
も
期
待
さ
れ

る
。

　

ま
た
今
後
、
感
触
以
外
の

予
測
機
能
も
拡
張
し
、
よ
り

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
研
究
開
発

体
制
の
構
築
を
目
指
す
。

　

ポ
ー
ラ
化
成
工
業
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

シ
ス
テ
ム
の
企
画
・
開
発
な
ど
を
手
が
け

る
Ｓ
Ｂ
Ｘ
と
共
同
で
「
感
触
づ
く
り
Ａ
Ｉ
」

を
構
築
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
処
方
を
入

力
す
る
だ
け
で
瞬
時
に
感
触
が
予
測
で
き

る
た
め
、
目
指
す
感
触
を
効
率
的
か
つ
的

確
に
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
さ
ら
に

試
作
回
数
が
減
る
た
め
環
境
に
も
優
し
い

化
粧
品
開
発
が
可
能
と
な
る
。

パーソナルカラー診断サービスに顔立ち判定機能追加

コ
ー
セ
ー
　

コ
ー
セ
ー
は
、
メ
ー
ク
ア
ッ
プ
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｖ
ｉ
ｓ
é

ｅ
（
ヴ
ィ
セ
）」
よ
り
９
月
16
日
に
発
売
と
な
る
ア
イ
カ

ラ
ー「
グ
ロ
ッ
シ
ー
リ
ッ
チ 

ア
イ
ズ 

Ｎ
」
の
２
０
２
１
Ａ
Ｗ
限
定
新
色
２

色
の
発
売
に
伴
い
、
同
ブ
ラ
ン
ド
が
展
開
中
の
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
パ
ー
ソ

ナ
ル
カ
ラ
ー
診
断
サ
ー
ビ
ス
「
パ
ソ
カ
ラ
」
に
新
機
能
「
顔
立
ち
タ
イ
プ

診
断
」
を
加
え
、
12
月
末
ま
で
の
期
間
限
定
で
展
開
す
る
。

検出用クロマトメンブレン

反応前 反応後 〈陽性例〉

反応終了マーク
ここに青い線が出
たら検査終了

下側に青い線が出たら
マラセチアが
多い

上側に青い線が出たら
アクネ菌が
多い

アクネ菌

マラセチア

皮膚常在菌検出キットによる検出例

　

日
本
メ
ナ
ー
ド
化
粧
品
は
、
フ
ァ
ス
マ
ッ
ク

と
の
共
同
研
究
に
よ
り
、
皮
膚
常
在
菌
（
ア
ク

ネ
菌
・
マ
ラ
セ
チ
ア
）
の
状
態
を
誰
で
も
迅
速
に
可

視
化
で
き
る
皮
膚
常
在
菌
検
出
キ
ッ
ト
を
開
発
し
た
。

メナード化粧品
皮
膚
常
在
菌
を
短
時
間
で

検
出
で
き
る
キ
ッ
ト
を
開
発

※粘度などの物性や、過去の類似の処方実績なども提示

感触のカギとなる製法感触のカギとなる原料

出来上がり位感触の予想
18 項目

AI に入力

繰り返すことで改良・発展

目標の感触を狙って処方を考案
処方開発者

●瞬時に出来上がりの感触を予測　　　　→試作が省ける
●カギとなる原料・製法を教えてくれる　→変更すべき点がわかる 狙い通りの感触を速やかに実現

処方情報を解析

【処方案】
原料 A　○％
原料 B　△％

がいいかな

【目標】
しっとり　５点
なじみ　４点

だから…

「感触づくり支援ＡＩ」システムの概要

「
感
触
づ
く
り
Ａ
Ｉ
」を
構
築

～
狙
い
通
り
の
感
触
を
速
や
か
に
実
現
～

ポーラ化成


